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（佐伯仁志「正当防衛と退避義務」『小林充先生 佐藤文哉先生 古稀祝賀刑事裁判論集 上
巻』（平18年・2006年）105頁）。
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40）最判昭46・11・16・前掲注（2）。
41）遠藤邦彦「正当防衛に関する二，三の考察―最二小平成九年六月一六日を題材に」『小

















































































































加えられる（Perron, Schönke/ Schröder Strafgesetzbuch Kommentar,29. Aufl.,2014, S.666）。
また，ドイツの判例においても正当防衛が制限されるが，その制限は，「権利の濫用」を
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